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 ******************************************** 

（特活）いこま国際交流協会 

第 11 回総会開催しました。
******************************************** 

２００６年
ねん

７月８日に非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

いこま

国際
こくさい

交流
こうりゅう

協会
きょうかい

が発足
ほっそく

して 10年、7月 17 日（日）に、

いこま国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

第
だい

11回
かい

総
そう

会
かい

を開
かい

催
さい

しました。 

昨年
さくねん

はこれまでの 10年
ねん

の活
かつ

動
どう

を振
ふ

り返
かえ

り、これか

らの活動
かつどう

を展望
てんぼう

するために ikoryu連続
れんぞく

学習会
がくしゅうかい

を開
かい

催
さい

しました。学習会
がくしゅうかい

では、現在
げんざい

外国
がいこく

にルーツを持
も

つ

子
こ

どもたちが直面
ちょくめん

している課題
か だ い

を知
し

り、保護者
ほ ご し ゃ

の

思
おも

いに触
ふ

れることができました。 

今
こん

回
かい

の第
だい

11回
かい

総
そう

会
かい

は、10周年
しゅうねん

を記念
き ね ん

する総会
そうかい

で

あり、活動方針
かつどうほうしん

を審議
し ん ぎ

するとともに本
ほん

協会
きょうかい

顧問
こ も ん

で

あり在日本
ざいにほん

大韓民国
だいかんみんこく

民団
みんだん

奈良県
な ら け ん

地方
ち ほ う

本部
ほ ん ぶ

副団長
ふくだんちょう

の

金
きむ

潤
ゆん

哲
ちょる

さんより連続
れんぞく

学習会
がくしゅうかい

の締
し

めくくりとして

「行基
ぎょうき

菩薩
ぼ さ つ

の功績
こうせき

から学
まな

ぶ生
い

駒
こま

の歴
れき

史
し

と課
か

題
だい

」をテ

ーマに記念
き ね ん

講演
こうえん

をしていただきました。 

総会
そうかい

終了後
しゅうりょうご

は、記念
き ね ん

レセプションとして会
かい

員
いん

同
どう

士
し

の交
こう

流
りゅう

会
かい

を併
あわ

せて開
かい

催
さい

しました。今回
こんかい

の総会
そうかい

・

交流会
こうりゅうかい

には 50人
にん

以
い

上
じょう

の会
かい

員
いん

皆
みな

さんが集
あつ

まりまし

た。レセプションでは、本
ほん

協会
きょうかい

の理事
り じ

でもある涂
と

 

輝
き

さんによるフルスの演奏
えんそう

、喜多
き た

計夫
か ず お

さんのテルミ

ンの演奏
えんそう

、フルーティスト牧
ひら

井
い

美
み

江
え

さんによるフル

ート演奏
えんそう

を聞
き

かせていただき和気
わ き

あいあいとした

交流
こうりゅう

の時間
じ か ん

を過
す

ごすことができました。会
かい

員
いん

の皆
みな

さんからいただいた

パワーで 今
ことし

年も楽
たの

し

い活
かつ

動
どう

を企
き

画
かく

してい

きたいと思います。 

 

******************************************* 

ハロハロ☆ikoryu オーストリア day開催
かいさい

～

オーストリアの 料
りょう

理
り

を作
つく

って学
まな

ぼう 

ヨ ー ロ ッ パ の 食
しょく

文化
ぶんか

～

******************************************** 

 昨
さく

年
ねん

９月
がつ

４日
か

にハロハロ☆ikoryuフィリピンday

を開催
かいさい

しました。講師
こ う し

はフィリピン出身
しゅっしん

の竹口
たけぐち

ジ

ェナリンさん。フィリピンの春
はる

巻
ま

き「ルンピアシャン

ハイ」とマカロニスープ「ソーパス」、併
あわ

せてブラジ

ルのおかし「マリア・モーリ」を作
つく

りました。どこの

家庭
か て い

でもすぐに作
つく

ることができそうなメニューで

参加者
さ ん かし ゃ

からも「家
いえ

で作
つく

ってみます。」という声
こえ

が聴
き

か

れました。多
おお

くの島
しま

、言
げん

語
ご

を持
も

つフィリピンのお話
はなし

も

興味深
きょうみぶか

かったです。 

次回
じ か い

はオーストリア出身
しゅっしん

のリングホーファーさん

よりオーストリアの料理
りょうり

を

教
おし

えていただきヨーロッパ

の食
しょく

文化
ぶ ん か

についてお聞
き

きし

ます。多
おお

くの皆
みな

さんの参
さん

 

加
か

をお願
ねが

いします 

 

ハロハロ☆ikoryu オーストリア day 

日時
に ち じ

：２０１７年３月５日（日）10:00～13;00 

場所
ば し ょ

：たけまるホール 調理室
ちょうりしつ

 

内容
ないよう

：ウイーン風
ふう

カツレツ、スープ、マッシュ 

   ポテト、サラダを作
つく

ります。 

講師
こ う し

：リングホーファー・マンフレッドさん 

参加費
さ ん か ひ

：８００円（会員５００円） 

持
も

ち物
もの

：エプロン・三角巾
さんかくきん

・ふきん・タオル 

申
もう

し込
こ

み：E-mail  entry@ikoryu.net 

はがき：生駒市
い こ ま し

元町
もとまち

1-7-6 ららポート気付
き づ け

 

     いこま国際
こくさい

交流
こうりゅう

協会
きょうかい

 

問
と

い合
あ

わせ：090-8237-2463（夜間
や か ん

のみ） 

 

 

 

mailto:info@ikoryu.net
http://www.ikoryu.net/
mailto:entry@ikoryu.net


 

 
 

******************************************** 

第
だい

15回
かい

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

ひろば 

わいわいワールドを開催
かいさい

しました。 

******************************************** 

 今年
こ と し

も「国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

の集
つど

い～わいわいワールド

（主催
しゅさい

：生駒市
い こ ま し

、生駒市
い こ ま し

教育
きょういく

委員会
いいんかい

、企画
き か く

運営
うんえい

：

ikoryu）を開催
かいさい

しました。今年
こ と し

のわいわいワールド

の参加
さ ん か

ゲストティーチャーは、８ヵ国
こく

でした。子ど

もたちも保護者
ほ ご し ゃ

と共
とも

に150人以上
いじょう

の参加
さ ん か

がありまし

た。特
とく

に今年
こ と し

は、当日
とうじつ

弟
おとうと

や 妹
いもうと

が一緒
いっしょ

に参加
さ ん か

した

り、保護者
ほ ご し ゃ

に手
て

を引
ひ

かれた小
ちい

さな子
こ

どもたちが

小学生
しょうがくせい

の子
こ

どもたちの見学
けんがく

の合間
あ い ま

に保護者
ほ ご し ゃ

と参加
さ ん か

する姿
すがた

も見
み

られ、和気
わ き

あいあいとした交流
こうりゅう

ひろば

になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会式
かいかいしき

に市長
しちょう

さんからのメッセージをいただきま

した。 

♪オープニング 

ゲストティーチャーの出身
しゅっしん

国
こく

の言葉
こ と ば

で挨拶
あいさつ

し、自己
じ こ

紹介
しょうかい

をしました。 

 

♪交流
こうりゅう

タイム 

市民
し み ん

ゲストから「音楽
おんがく

」をテーマにお 話
はなし

をいただ

き楽器
が っ き

や歌
うた

、それぞれの国
くに

の遊
あそ

びなどを楽
たの

しみまし

た。 

コートジボアール 

台湾
たいわん

・中国
ちゅうごく

 

 

 

ロシア 

 

ロシア 

 

 

      コリア 

 

 

アメリカ 

 

 

インドネシア 

 

タイ 

 

    

    メキシコ 

♪おやつタイム 

子
こ

どもたちが大好
だ い す

きなおやつタイム。

外国人
がいこくじん

ゲ ス ト が

用意
よ う い

したおやつを

いただきました。 

♪全体
ぜんたい

交流
こうりゅう

 

ikoryu ワールドサー

クルによるフラダン

スを会場全体で踊っ

て盛り上がりました。 

 

♪エンディング 

 最後
さ い ご

は、市民
し み ん

ゲストのアーチの中
なか

を通
とお

って「さよ

うなら」 

来年度
らいねんど

もたくさんの子
こ

どもたちが参加
さ ん か

し楽
たの

し

める国際
こくさい

交流
こうりゅう

ひろば 

 

 

 

 

 

 

にしたいと思います 



 

 

********************************************* 

第
だい

10回
かい

ikoryu音楽
おんがく

祭
さ い

を 

               開催
かいさい

しました。 
*********************************************** 

 12 月 4 日（日）生駒市
い こ ま し

南
みなみ

コミュニティセンターせ

せらぎにて、第
だい

10回
かい

ikoryu音楽
おんがく

祭
さい

を開催
かいさい

しました。 

10年
ねん

の節目
ふ し め

を迎
むか

えた音
おん

楽
がく

祭
さい

では、東
ひがし

アジアの音楽
おんがく

を

中心
ちゅうしん

に日本
に ほ ん

・沖縄
おきなわ

・韓国
かんこく

・中国
ちゅうごく

・インドネシアの舞踊
ぶ よ う

・

歌
うた

・楽器
が っ き

演奏
えんそう

を楽
たの

しみました。 

沖縄
おきなわ

のエイサーに始
はじ

まり、韓国
かんこく

舞踊
ぶ よ う

、中国
ちゅうごく

の二
に

胡
こ

の

演奏
えんそう

、歌
うた

、ヤンガー、ikoryu ワールドサークルの子ど

もたちによるフラダンス、インドネシアのアンクルン

の演奏
えんそう

そしてエンディングの阿波
あ わ

踊
おど

りとそれぞれの

国
くに

の特徴
とくちょう

ある音楽
おんがく

・楽器
が っ き

演奏
えんそう

・踊
おど

りを会場
かいじょう

に駆
か

けつ

けてくださった参加者
さ ん かし ゃ

の皆
みな

さんと共
とも

に楽
たの

しむ音楽
おんがく

祭
さい

となりました。 

  

司
し

会
かい

の毛
もう

さんと金
きむ

さん 

琉
りゅう

球
きゅう

國
こく

祭
まつ

り太
だい

鼓
こ

       

奈良
な ら

支部
し ぶ

の皆さん 

南姃秀先生
ナムジョンスソンセンニム

と 

ハンサモの皆
みな

さん 

 

 

ikoryu ワールドサークル

の子どもたち 

 

奈
な

良
ら

県
けん

中
ちゅう

帰国者
き こ くし ゃ

   

連絡会
れんらくかい

の皆さん 

 

 

 

 

林琳
りんりん

さん 

 

 インドネシア ナイスターズ 

 

 

 

大仏連
だいぶつれん

の皆
みな

さん 

 

 

 

エンディングは参加者
さ ん かし ゃ

全員
ぜんいん

の阿
あ

波
わ

踊
おど

りで盛
も

り上
あ

がり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

********************************************* 

マイサポご協力
きょうりょく

ありがとうございました。 
 

********************************************* 

Ikoryu音楽
おんがく

祭
さい

に参加
さ ん か

して 

 

金知燮
キ ム ジ ソ プ

 

 私
わたし

は、韓国
かんこく

の小学校
しょうがっこう

教員
きょういん

で、この 3月
がつ

までの

1年半
ねんはん

、奈良
な ら

教育
きょういく

大学
だいがく

で教員
きょういん

研修生
けんしゅうせい

をしていま

す。ikoryu音楽
おんがく

祭
さい

は、この研修
けんしゅう

生活
せいかつ

の中
なか

で、最
もっと

も

わくわくして楽
たの

しかった経
けい

験
けん

の一
ひと

つです。そこで、

人生
じんせい

における初
はつ

の司会役
し か いや く

をつとめました。そして、

国
くに

や地域
ち い き

、言語
げ ん ご

や国籍
こくせき

に関係
かんけい

なく、誰
だれ

でも感動
かんどう

で

きる媒体
ばいたい

が、まさに「音楽
おんがく

と踊
おど

り」ということを改
あらた

めて感
かん

じました。 

韓国
かんこく

では、小学校
しょうがっこう

の音楽
おんがく

の時間
じ か ん

に、世界
せ か い

の様々
さまざま

な

音楽
おんがく

や踊り
お ど り

について学
まな

びます。他
た

の授業
じゅぎょう

時間
じ か ん

とは

異
こと

なり、とても楽
たの

しく集
しゅう

中
ちゅう

して鑑賞
かんしょう

する子
こ

ども

たちを見
み

ながら、「動
どう

画
が

鑑
かん

賞
しょう

ではなく、実際
じっさい

の

音楽会
おんがくかい

に参加
さ ん か

できる機会
き か い

があったらいいのに…」

と惜
お

しく思
おも

っていました。韓
かん

国
こく

に帰
かえ

って、ikoryu

音楽
おんがく

祭
さい

のような素敵
す て き

な音楽会
おんがくかい

があったら、子
こ

ども

たちと一緒
いっしょ

に参加
さ ん か

してみたいです。そして、子
こ

ど

もたちに、私
わたし

の ikoryu音
おん

楽
がく

祭
さい

での大
だい

事
じ

な経
けい

験
けん

を

必
かなら

ず伝
つた

えたいです。 

世
せ

界
かい

の素
す

敵
てき

な音
おん

楽
がく

と踊
おど

りを直
ちょく

接
せつ

見
み

て、聞
き

いて、

感
かん

じて、出
しゅつ

演
えん

者
しゃ

たちと交
こう

流
りゅう

する機
き

会
かい

をくださった

ことに、本当
ほんとう

に感謝
かんしゃ

します。これからもより多
おお

く

の人
ひと

たちが、ikoryu音
おん

楽
がく

祭
さい

を通
つう

じて感
かん

動
どう

と楽
たの

しさ

を感
かん

じることができることを願
ねが

って文
ぶん

を終
お

えま

す。ありがとうございます。 



 

 

********************************************* 

デティクラブで子どもたちは 

元気
げ ん き

に活動
かつどう

しています。 
********************************************* 

 「生駒
い こ ま

市民
し み ん

が選択
せんたく

する市民
し み ん

活動
かつどう

団体
だんたい

支援
し え ん

制度
せ い ど

（マイ

サポいこま）」に今年
こ と し

もデティクラブの活動
かつどう

を登録
とうろく

し

ました。マイサポでは、161人
にん

の市民
し み ん

の皆
みな

さんの選択
せんたく

を

いただき 109,156円
えん

の支援
し え ん

をいただけることになりま

した。厚
あつ

く感
かん

謝
しゃ

申
もう

し上
あ

げます。 

本年度
ほんねんど

のデティクラブも新
あら

たに多
おお

くの子
こ

どもたち

や保護者
ほ ご し ゃ

の皆
みな

さんの参
さん

加
か

をいただき１月
がつ

までに６回
かい

の事業
じぎょう

を開
かい

催
さい

しました。今年
こ と し

は 7月
がつ

の参議院
さ ん ぎい ん

選挙
せんきょ

のた

め 2月
がつ

18日
にち

に最
さい

後
ご

の会
かい

を残
のこ

していますが、皆
みな

さんの支
し

援
えん

のおかげで今年
こ と し

も新
あら

たなゲストティーチャーを迎
むか

えて 充
じゅう

実
じつ

した事
じ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

を 行
おこな

うことができました。

５月
がつ

はコートジボアール、６月
がつ

は韓国
かんこく

、９月
がつ

はロシア、

１０月はアメリカ、１２月
がつ

は中国
ちゅうごく

、１月
がつ

はメキシコに

それぞれルーツを持
も

つゲストティーチャーをお招
まね

き

し紙芝居
か み しば い

やその国
くに

発
はっ

祥
しょう

の楽器
が っ き

、遊
あそ

び、行事
ぎょうじ

などバラ

エティに富
と

んだ内容
ないよう

を教
おし

えていただきました。 

  

  

  

 

♡ 多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

・国際
こくさい

都市
と し

「いこま」をめざして ♡ 

生駒市
い こ ま し

外国人
がいこくじん

登録者数
とうろくしゃすう

 60 ヵ国 1,116 人(2016.12)  

ikoryu会員
かいいん

随時
ず い じ

募集中
ぼしゅうちゅう

！ 

●正会員 個人 1 口 3,000 円（年会費） 

     団体 1 口 10,000 円（年会費） 

●賛助会員   1 口 1,000 円（年会費） 

●会費納付先 郵便振替 00940-0-192898  

加入者名 いこま国際交流協会 

会員
かいいん

になると ikoryu主催
しゅさい

の催
もよお

しの参加費
さ ん か ひ

が無料
むりょう

 

または割引
わりびき

になります。 

～つれづれトーク～ 

 少
すこ

し前
まえ

まで暖
あたた

かかった冬
ふゆ

が突然
とつぜん

の最強
さいきょう

寒波
か ん ぱ

で厳
きび

しい寒
さむ

さが襲
おそ

っています。また、日本
に ほ ん

と

韓国
かんこく

・中国
ちゅうごく

との関係
かんけい

も政治
せ い じ

の上
うえ

では様々
さまざま

な課題
か だ い

が取
と

りざたされ報道
ほうどう

がなされています。Ikoryu

は、これからも外国
がいこく

にルーツを持
も

つ人
ひと

たちと

隣人
りんじん

としてどう共
とも

に生活
せいかつ

していくのかという視
し

点
てん

で国際
こくさい

交流
こうりゅう

や国際
こくさい

関係
かんけい

を考
かんが

えていきたいと

思
おも

います。 

＜多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

教育
きょういく

の現場
げ ん ば

から＞ 

―マレーシア編
へん

― 

                 渋谷
し ぶ や

 真樹
ま き

 

一
いっ

昨
さく

年
ねん

の夏
なつ

、マレーシアを訪
おとず

れました。マレーシ

アは、とても多民族
た み んぞ く

な国
くに

です。多数
た す う

を占
し

めるのはマ

レー系
けい

の人々
ひとびと

ですが、中華
ちゅうか

系
けい

が 4分
ぶん

の１、インド系
けい

も

1割弱
わりじゃく

を占
し

めています。ごく狭
せま

いエリアに、モスク

と仏教
ぶっきょう

寺院
じ い ん

とヒンズー寺院
じ い ん

がひしめいているよう

すは壮
そう

観
かん

です。 

中
ちゅう

華
か

系
けい

のマレーシア人
じん

である友
ゆう

人
じん

が、新
あたら

しく作
つく

られた行政
ぎょうせい

都市
と し

プトラジャヤを案内
あんない

してくれまし

た。計画
けいかく

された広
ひろ

い道
どう

路
ろ

や重
じゅう

厚
こう

な建
たて

物
もの

、華
はな

やかな噴
ふん

水
すい

などをながめながら、彼
かの

女
じょ

の話
はなし

を聞
き

きました。彼
かの

女
じょ

は、家
か

族
ぞく

とは中
ちゅう

国
ごく

語
ご

を話
はな

していますが、街
まち

ではマ

レー語
ご

を話
はな

し、職
しょく

場
ば

では英
えい

語
ご

を多
おお

く使
つか

っているそう

です。バイリンガルならぬ、トリリンガルですね。

ちなみに、彼
かの

女
じょ

が選
えら

んでくれたレストランは、マレ

ーでも中華
ちゅうか

でもなく、ペルシア料理
りょうり

でした。 

マレーシアには日
にほん

本人
じん

駐
ちゅう

在
ざい

員
いん

も多
おお

く住
す

み、首都
し ゅ と

クアラルンプールには、大
おお

きな日
にほん

本人
じん

学
がっ

校
こう

がありま

す。教
おし

え子
ご

がふたり、その学校
がっこう

に勤務
き ん む

しており、年間
ねんかん

を通
とお

したプール指導
し ど う

やマレーシア人
じん

の先生
せんせい

との連携
れんけい

に、がんばっていました。夏
なつ

には、日本
にっぽん

国外
こくがい

では

最大級
さいだいきゅう

と言われる盆
ぼん

踊
おど

り大
たい

会
かい

が盛
せい

大
だい

に開
ひら

かれ、マレ

ーシア人
じん

も観光客
かんこうきゃく

も含
ふく

めて、東京
とうきょう

音頭
お ん ど

を踊
おど

ったり、

焼
や

き鳥
とり

を食
た

べたり、おおいに盛
も

り上
あ

がっているそう

です。 

 


